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恒 心

★
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
付

近
の
わ
が
国
の
領
海
内
で
操
業
し
て
い
た

中
国
漁
船
が
、
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に

故
意
に
衝
突
し
て
き
た
た
め
に
、
海
上
保

安
庁
は
漁
船
の
船
長
を
逮
捕
し
た
。
法
に

基
つ
い
て
保
安
庁
は
当
然
の
こ
と
を
し
た
。
★
中
国
政
府

は
過
敏
に
反
応
し
、
政
府
お
よ
び
民
間
交
流
事
業
を
中

止
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア
ア
ー
ス（
希
土

類
）の
輸
出
禁
止
、
そ
の
上
、
フ
ジ
タ
の
社
員
４
人
を
軍

事
管
理
区
域
を
不
法
に
撮
影
し
た
と
し
て
身
柄
を
拘
束

し
た
。
内
１
人
が
19
日
間
も
拘
留
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
。
自
分
の
非
を
認
め
る
前
に
、
色
々
な
報
復
措
置
を

繰
り
返
す
中
国
政
府
は
あ
ま
り
に
も
大
人
気
な
い
。
★

今
、
中
国
に
は
多
く
の
日
本
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
経

済
の
面
で
は
日
本
と
中
国
の
相
互
依
存
関
係
は
非
常
に
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
国
抜
き
に
日
本
の
経
済
は
立
ち

行
か
な
い
。
中
国
も
同
様
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
中
国

の
過
剰
反
応
は
理
解
で
き
な
い
。
安
心
し
て
、
中
国
で
企

業
活
動
が
出
来
な
い
と
多
く
の
企
業
人
が
心
配
し
て
い
る
。�

★
今
や
中
国
は
日
本
を
抜
い
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
２
位
の

経
済
大
国
で
あ
る
。
世
界
の
繁
栄
と
平
和
に
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共
同
責
任
者
で
あ
る
。
日
中
間
の
問

題
に
も
う
少
し
冷
静
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

を
中
国
指
導
部
は
恐
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
体

制
の
基
盤
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
の
か
。
★
そ
ん
な
時
、
天
安
門
事
件

の
主
役
・
中
国
の
民
主
活
動
家
劉
暁
波
氏
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
贈
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
例
の
如
く
中
国
政
府

は
猛
烈
に
反
発
、
北
京
駐
在
の
ノ
ル
ウ
エ
ー
大
使
に
抗
議
、

授
賞
式
へ
の
妻
の
代
理
出
席
も
認
め
な
い
方
針
で
あ
る
。
世

界
の
大
国
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
動
で
あ
る
。
経
済
だ
け

が
大
国
で
、
民
主
主
義
の
レ
ベ
ル
で
は
未
だ
に
独
裁
国
家
。

そ
ん
な
大
国
が
隣
に
い
る
と
思
う
と
背
筋
が
寒
く
な
る
。

の
選
考
委
員

が
面
接
、
識

見
、
人
格
と

も
申
し
分
な

く
、
全
員
一

致
で
候
補

に
推
薦
、
16

日
、
自
民
党

京
都
府
連
選

挙
対
策
委
員

会
で
、
党
本

部
に
支
部
長

決
定
の
申
請

を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

（
関
連
記
事
３
面
）

京
都
府
に
は
６
つ
の
衆
議
院
小
選
挙
区
が
あ
る
。
昨
年
の
総
選
挙
で
、

自
民
党
が
小
選
挙
区
で
勝
利
を
収
め
た
の
は
、
５
区
の
谷
垣
禎
一
氏
の

み
で
あ
っ
た
。
実
力
者
と
言
わ
れ
た
伊
吹
文
明
氏
で
す
ら
比
例
復
活
で

議
席
を
確
保
、
京
都
で
は
自
民
党
の
完
敗
に
終
わ
っ
た
。
議
席
空
白
の

２
、３
、４
、６
区
で
の
支
部
長（
衆
議
院
候
補
者
）選
任
は
自
民
党
京
都
府

連
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
２
、３
区
は
伊
吹
衆
議
院
議
員
、

４
、６
区
は
谷
垣
禎
一
衆
議
院
議
員
が
責
任
者
と
な
っ
て
候
補
者
を
選
任

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
自
薦
、
他
薦
も
含
め
府
連
で
は
公
募
方
式

で
広
く
候
補
者
を
募
る
こ
と
に
ふ
み
切
っ
た
。
今
日
、
選
挙
が
非
常
に

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
あ
え
て
危
険
を
冒
し
て
立
候
補
を
希
望
す
る
人

は
少
な
い
。
出
た
い
人
よ
り
、
出
し
た
い
人
と
言
う
が
、
立
派
な
人
で
、

本
人
が
強
く
希
望
し
て
も
な
か
な
か
家
族
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
第
２
区
で
前
原
誠
司
外
務
大
臣
に
あ
え
て
挑
戦

し
た
い
と
い
う
人
が
現
れ
た
。
47
歳
の
起
業
家
上
中
康
司
氏
で
、
２
区

47
才
起
業
家
・
上
中
康
司
が
名
乗
り選対終了後、記者会見する府連幹部と上中氏



平成２年１月18日第３種郵便物認可� 平成22年 10月15日発行（毎月1回15日発行）10月号（№228）（2）

国連に関する委員会で発言する二ノ湯議員

日
本
代
表
団
、

各
国
代
表
と
意
見
交
換

中
国
の
脅
威
に
深
い
関
心
を
示
す

二
ノ
湯
議
員

Ｉ
Ｐ
Ｕ
会
議
に
参
加

日
本
代
表
団
と
し
て
２
度
発
言

各
国
の
議
会
議
員
が
一
同
に
会
し
、
年
2
回

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
第
123
回
Ｉ
Ｐ
Ｕ
会

議
が
10
月
3
日
㈰
〜
6
日
㈬
の
日
程
で
、
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の

主
な
活
動
は
各
国
議
会
、
議
員
間
の
交
流
を
通

じ
て
、
国
際
的
な
課
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組

む
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
会
議
で
は
発
展
途
上

国
、
特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲

滅
、
緊
急
課
題
と
し
て
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
パ

キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
救
援
が
議
論
さ
れ
た
。
二

ノ
湯
議
員
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
ア
セ
ア
ン
）
プ
ラ
ス

3
」
そ
し
て
「
国
連
に
関
す
る
委
員
会
」
に
出

席
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
2011
年
の
予
算
、
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
に
つ
い
て
、

日
本
代
表
団
と
し
て
発
言
し
た
。

◎
ア
セ
ア
ン
プ
ラ
ス
３
会
合
で
の
、「
Ｉ
Ｐ
Ｕ

2011
年
度
の
予
算
」
に
関
す
る
発
言
要
旨

Ｉ
Ｐ
Ｕ
は
近
年
、
途
上
国
の
議
会
支
援
を
始

め
と
す
る
民
主
主
義
の
促
進
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
こ
の
活
動
に
関
す
る
費
用
を
、
加
盟
国
か

ら
の
分
担
金
の
み
な
ら
ず
、
任
意
拠
出
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
お
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

試
み
は
一
定
の
評
価
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

他
方
、
2011
年
度
予
算
案
で
は
、
加
盟
国
か
ら
の

分
担
金
総
額
の
１
％
強
の
増
額
が
提
案
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
低
い
増
加
率
で

は
あ
り
ま
す
が
、
各
国
に
お
い
て
、
経
済
情
勢

及
び
財
政
事
情
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
な
か
、

Ｉ
Ｐ
Ｕ
へ
の
分
担
金
に
つ
い
て
国
内
の
理
解
を

得
る
に
は
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｐ
Ｕ
事
務
局
に
お
い
て

予
算
総
額
の
抑
制
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
い
く

べ
き
で
す
。
予
算
の
増
加
が
不
可
欠
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
相
対
的
に
必
要
性
が
薄
い
部
分
を

削
る
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
の

姿
勢
を
徹
底
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
現

在
、
日
本
は
最
大
の
財
政
負
担
国
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
我
が
国
の
財
政
事
情
も
大
変
厳
し

く
、
財
政
状
況
に
応
じ
た
分
担
金
の
見
直
し
を

求
め
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
事
務
局
に
お
い
て

も
、
予
算
の
よ
り
一
層
の
効
率
的
執
行
及
び
不

要
不
急
な
活
動
の
継
続
的
見
直
し
な
ど
、
さ
ら

な
る
合
理
化
、
経
費
節
減
に
努
め
ら
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

◎
国
連
に
関
す
る
委
員
会
で
の
「
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
」
の
発
言
要
旨

私
は
日
本
代
表
団
の
二
ノ
湯
智
と
申
し
ま

す
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
2015
年
ま
で
あ
と

5
年
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ハ
ラ
以
南
の

ア
フ
リ
カ
地
域
で
の
目
標
達
成
が
か
な
り
厳
し

い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
同
地
域
で

は
、
深
刻
な
経
済
危
機
や
食
料
価
格
高
騰
の
影

響
も
あ
り
、
貧
困
率
は
半
数
を
超
え
、
い
ま
だ

に
約
30
％
も
の
人
が
栄
養
不
足
の
状
況
に
苦
し

み
、
妊
産
婦
の
健
康
及
び
乳
幼
児
死
亡
率
に
つ

い
て
も
改
善
の
遅
れ
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
私
は
、
貧
困
削
減
に
向
け
て
今
後
留
意

す
べ
き
点
に
つ
い
て
発
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
は
教
育
・
人
材
育
成
の
重
要
性
で

す
。
貧
困
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
途
上
国
地

域
へ
の
食
糧
支
援
、
農
業
生
産
性
の
向
上
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
等
と
い
っ
た
貧
困
へ
の
直
接
的
な

支
援
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
を
継
続
し
て
活
用
し
て
い
く
人
材
が
育
た
な

け
れ
ば
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
初
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え

ら
れ
な
い
子
供
た
ち
は
、
自
ら
の
可
能
性
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
ず
に
将
来
も
十
分
な
報
酬
を

受
け
る
雇
用
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

貧
困
削
減
に
向
け
て
、
先
進
国
は
途
上
国
の
初

等
教
育
普
及
に
力
を
い
れ
る
と
と
も
に
、
技
術

協
力
を
積
極
的
に
進
め
、
人
材
育
成
の
仕
組
み

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
第
二
は
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
に
は
、
極
度
の
貧
困
及

び
飢
餓
の
撲
滅
、
初
等
教
育
の
達
成
、
幼
児
死

亡
率
の
削
減
等
、
8
つ
の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の

数
値
目
標
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
個

別
目
標
が
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
に
注
目
が
集

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
で
示
さ
れ
て
い
る
分
野
は
相
互
に
密
接

に
関
連
し
て
お
り
、
個
々
の
分
野
の
政
策
支
援

の
規
模
を
拡
大
す
る
だ
け
で
な
く
、「
貧
困
と

教
育
」「
貧
困
と
保
健
医
療
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

い
っ
た
分
野
横
断
的
な
視
点
で
目
標
の
達
成
を

目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
女
性

の
地
位
向
上
は
、
経
済
的
な
生
活
の
質
の
改
善

及
び
家
族
の
健
康
の
向
上
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
の
策
定
に
あ
た
り
、

各
国
議
会
で
も
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
議
論
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｕ
会
議
に
参
加
し
た
日
本
代
表
団（
団

長
北
神
圭
朗
衆
議
院
議
員
）は
会
議
の
合
間
を

縫
っ
て
、
積
極
的
に
各
国
代
表
団
と
意
見
を
交

わ
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
5
日
の
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
6
日
の
韓
国
と
の
会
談
に
出
席

し
た
。
イ
ン
ド
は
日
本
と
の
よ
り
密
接
な
経
済

関
係
を
望
ん
で
お
り
、
国
連
の
常
任
理
事
国
入

り
に
日
本
の
協
力
を
求
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
の
会
合
で
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
運
航
安
全
の

確
保
、
テ
ロ
活
動
の
防
止
に
は
日
本
の
貢
献
が

大
事
だ
と
強
調
し
た
。
韓
国
側
は
日
韓
両
国
は

兄
弟
の
よ
う
な
関
係
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
の
繁
栄

と
安
定
の
た
め
に
両
国
が
協
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
日
本
に
期
待
を
寄
せ
た
。
3

カ
国
と
も
ア
ジ
ア
地
域
で
あ
り
、
最
近
の
中
国

の
経
済
、
軍
事
面
で
の
台
頭
に
脅
威
を
感
じ
て

い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
な
お
、
中
国
代
表
団
と

の
会
談
も
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
側
が
総

会
で
尖
閣
諸
島
で
の
違
法
操
業
を
非
難
し
、
レ

ア
ア
ー
ス
の
輸
出
禁
止
に
抗
議
し
た
た
め
に
、

中
国
は
急
遽
、
会
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。



（3）10月号（№228）平成22年 10月15日発行（毎月１回15日発行）� 平成２年１月18日第３種郵便物認可

二
ノ
湯
参
議
員
、

　
　
文
教
科
学
委
員
長
に

か
ね
て
よ
り
希
望
し
て
い
た
ポ
ス
ト

平
成
23
年
統
一
地
方
選
挙

京
都
府
会・市
会
選
挙
公
認
候
補
者

文
教
科
学
委
員
長
と
し
て
、
国
会
開
会
式
に
臨
席
さ
れ
る

天
皇
陛
下
を
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
で
迎
え
た
後
、

同
僚
議
員
と
記
念
撮
影

第
176
回
国
会
は
10
月
１
日
に
、
天
皇
陛
下
ご

臨
席
の
も
と
に
開
会
式
が
参
議
院
議
場
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
今
臨
時
国
会
の
会
期
を
12
月
３

日
ま
で
の
64
日
間
と
決
め
、
そ
の
後
、
参
議
院

の
常
任
、
特
別
委
員
長
の
選
挙
に
入
り
、
議
長

の
指
名
に
よ
っ
て
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
文
教

科
学
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
。
二
ノ
湯
氏
は
参

議
院
議
員
に
な
っ
て
、
一
度
も
文
教
科
学
委
員

会
に
所
属
を
し
た
こ
と
が
な
い
が
、
国
家
の
基

幹
的
な
政
策
で
あ
る
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
、
科
学
の
振
興
に
は
日
ご
ろ
か
ら
強
い
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
政
治
家
と
し
て

や
り
が
い
の
あ
る
ポ
ス
ト
で
あ
る
。「
教
育
の

町
・
京
都
、
文
化
首
都
京
都
、
先
端
科
学
技
術

が
息
づ
い
て
い
る
京
都
選
出
の
議
員
と
し
て
、

各
議
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
委
員
長
の
職
責
を

果
た
し
、
文
教
、
科
学
の
振
興
に
力
を
尽
く
し

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

来
年
4
月
に
執
行
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
こ

そ
自
民
党
再
生
が
な
る
か
ど
う
か
の
天
王
山
で

あ
る
。
自
民
党
京
都
府
連
で
は
次
期
立
候
補
予

定
者
を
公
認
し
、
府
会
、
京
都
市
会
に
お
け
る

第
一
党
の
座
を
維
持
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

上中康司氏の横顔
衆議院・京都府第２区公認候補に内定した

（京都市左京区・東山区・山科区）

〈略　歴〉
昭和37年 8月6日生まれ
昭和61年 神戸大学工学部　卒
昭和63年 神戸大学大学院工学研究科　修了
同　　年 日本債券信用銀行に入行後、京都支店などで勤務

その後、シティバンク銀行、CSファーストボスト
ン証券、住友キャピタル証券、日本インベスター
ズ証券などで勤務

平成12年 エフエードットコム株式会社を設立
平成16年 サクシード株式会社を設立
平成17年 KF2 CAPITAL PTE LTD（シンガポール）を設立
平成19年 JINJI RESOURCES PTY LTD（シドニー）を設立
現在に至る。

氏　名 上中康司　47歳　
 新人
住　所 東京都中央区八丁堀

事務所 （準備中）

職　業 会社経営（起業家）

主な著書
世界資源株投資完全マニュアル
　など

うえなか こうじ

京
都
府
議
会
議
員
選
挙　
候
補
者
一
覧
表

京
都
市
議
会
議
員
選
挙　
候
補
者
一
覧
表

選
挙
区
（
定
数
）

候
補
者
氏
名

年
齢
区
分

北　

区
（
２
）

田
坂
　
幾
太

58

現

上
京
区
（
３
）

林
　

田
　
　

洋

62

現

左
京
区
（
５
）

石
田
　
宗
久

44

現

中
京
区
（
３
）

植
田
　
喜
裕

60

現

東
山
区
（
１
）

荒
巻
　
隆
三

37

現

山
科
区
（
３
）

菅
谷
　
寛
志

49

現

下
京
区
（
２
）

小
巻
　
實
司

70

現

南　

区
（
３
）

秋
田
　
公
司

56

現

右
京
区
（
５
）

二
之
湯
真
士

31

現

西
京
区
（
２
）

近
藤
永
太
郎

60

現

伏
見
区
（
６
）

前
波
　
健
史

59

現

渡
辺
　
邦
子

52

現

綾
部
市
（
１
）

四
方
源
太
郎

36

新

宮
津
市

与
謝
郡
（
１
）

多
賀
　
久
雄

59

現

城
陽
市
（
２
）

奥
田
　
敏
晴

65

現

向
日
市
（
１
）

安
　

田
　
　

守

45

現

長
岡
京
市

乙
訓
郡
（
２
）

能
勢
　
昌
博

44

新

八
幡
市
（
２
）

中
川
　
貴
由

52

現

京
田
辺
市

綴
喜
郡
（
２
）

尾
　

形
　
　

賢

29

現

選
挙
区
（
定
数
）

候
補
者
氏
名

年
齢
区
分

北　

区
（
６
）

小
林
　
正
明

62

現

加
　

地
　
　

浩

44

現

山
本
　
恵
一

57

現

上
京
区
（
５
）

中
村
三
之
助

58

現

寺
田
　
一
博

45

現

左
京
区
（
9
）

巻
　

野
　
　

渡

61

現

大
　

西
　
　

均

60

現

桜
井
　
泰
広

47

新

中
京
区
（
５
）

加
藤
　
盛
司

58

現

津
田
　
大
三

41

現

東
山
区
（
２
）

内
海
　
貴
夫

66

現

山
科
区
（
６
）

富
　
き
く
お

59

現

吉
　

井
　
　

章

43

現

下
京
区
（
４
）

下
　

村
　
　

明

62

現

南　

区
（
３
）

嶋
本
　
京
司

45

新

椋
田
　
隆
知

46

新

右
京
区
（
９
）

井
上
与
一
郎

65

現

田
中
　
英
之

40

現

山
元
　
亜
紀

36

現

西
京
区
（
６
）

田
中
　
明
秀

48

現

西
村
　
義
直

42

現

伏
見
区
（
12
）

高
橋
泰
一
朗

72

現

繁
　
　

隆
　

夫

64

現

橋
村
　
芳
和

48

現

中
川
　
一
雄

68

元
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自
民
党
府
連
事
務
局
長
が
交
代

吉
本
氏
か
ら
西
村
氏
へ

一
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
人
口
は
19
万
人
程
度
で
あ

る
。
そ
れ
で
い
て
、
市
内
の
公
共
交
通
機
関
は

非
常
に
発
達
し
て
い
る
。
低
床
の
電
車
、
ト
ロ

リ
ー
バ
ス
、
そ
れ
に
普
通
の
バ
ス
が
頻
繁
に
走

り
、
利
用
者
が
多
い
。
ど
う
し
て
こ
れ
が
維
持

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
た
い
。

一
、
東
京
第
5
検
察
審
査
会
が
再
び
小
沢
一
郎

氏
に
対
し
て
、
起
訴
相
当
処
分
を
出
し
た
。
こ

の
結
論
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
小
沢
氏
は
潔
く

政
界
を
引
退
す
べ
き
だ
。
今
ま
で
や
り
た
い
放

題
、
常
に
政
界
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、

彼
の
時
代
的
役
割
は
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
、
俳
優
の
池
部
良
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。
主

演
映
画
「
青
い
山
脈
」
は
知
ら
な
い
が
、
岸
恵

子
さ
ん
と
の
「
雪
国
」
は
四
条
大
宮
の
映
画
館

で
見
た
。
先
の
小
林
桂
樹
さ
ん
、
池
部
さ
ん
と

戦
後
の
日
本
人
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
た

俳
優
が
次
々
と
去
っ
て
、
寂
し
い
限
り
だ
。

一
、
郵
便
料
金
不
正
事
件
の
主
任
検
事
が
証
拠

物
件
の
証
拠
隠
滅
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
検
事

か
ら
相
談
を
受
け
た
、
上
司
２
人
も
犯
人
退
避

の
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
巨
悪
を
暴
き
、
不
正
を

許
さ
な
い
と
い
う
検
察
の
イ
メ
ー
ジ
が
覆
さ
れ

た
。
国
民
は
何
を
信
じ
て
い
い
か
解
ら
な
い
。

一
、
蓮
舫
大
臣
が
国
会
内
で
豪
華
な
衣
装
を
身

に
付
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
「
ヴ
ォ
ー
グ
」
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
し
て
、
自
民
党
の
片
山
さ

つ
き
議
員
が
厳
し
く
批
判
し
た
。
片
山
氏
も
以

前
に
同
様
な
こ
と
を
し
た
そ
う
だ
。
ま
さ
に
目

く
そ
鼻
く
そ
を
笑
う
類
の
話
で
あ
る
。

一
、
南
米
チ
リ
の
鉱
山
落
盤
事
故
で
69
日
ぶ

り
に
、
33
人
が
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
た
。
連

日
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、
世
界
の
人
々
が
成

功
を
祈
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
人
間
の
命
は
地
球

よ
り
も
重
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
、明
る
い
話
題
で
あ
る
。

平
成
9
年
11
月
、
当
時
府
連
会
長
で
あ
っ
た

野
中
広
務
氏
の
招
き
で
事
務
局
に
入
り
、
13
年

間
に
わ
た
り
自
民
党
京
都
府
連
の
事
務
局
長
と

し
て
、
6
名
の
会
長
、
9
名
の
幹
事
長
に
仕
え

て
き
た
吉
本
政
雄
氏
が
9
月
末
を
持
っ
て
退

任
、
新
し
い
事
務
局
長
に
西
村
日
出
男
氏（
64

歳
、
西
京
区
川
島
在
住
）が
就
任
し
た
。
西
村

氏
は
昨
年
7
月
に
府
連
に
入
り
、
事
務
局
長
心

得
と
し
て
、
吉
本
氏
の
下
で
経
験
を
重
ね
て
い

た
。
西
村
氏
は
昭
和
44
年
、
京
都
府
立
大
学
を

卒
業
、
京
都
府
警
に
入
り
、
宇
治
、
舞
鶴
東
警

察
署
を
経
て
、
近
畿
管
区
警
察
局
に
出
向
、
京

都
府
城
陽
警
察
署
長
、
京
都
府
七
条
警
察
署
長

を
最
後
に
退
任
し
た
。
長
い
警
察
人
生
を
過
ご

し
て
き
た
が
、
温
厚
で
人
当
た
り
が
柔
か
い
外

柔
内
剛
型
の
人
。
政
権
交
代
以
後
、
自
民
党
各

都
道
府
県
事
務
局
の
運
営
は
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
新
事
務
局
長
の
手
腕
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい

年間購読料　1,200円
郵便振替口座　01000-4-62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張
にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

200
回
記
念
の
「
天
の
橋
立
」
を
最
終
に
20
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
お
健
や
か
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

世
話
人
一
同

「
み
ん
な
で
歩
こ
う
湯
歩
会
」

を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 二ノ湯さとし後援会

TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

◇申込先　後援会役員または
二ノ湯さとし京都事務所まで

参議院議員

新春招福バスツアー

第24回　伊勢神宮初詣
◇旅 行 日　平成23年1月10日（月・祝）
◇昼食場所　鳥羽『戸田家』
◇会　　費　8,000円
◇申込締切日　平成22年12月15日㈬

「日本真生塾」　第2回例会のお知らせ

日時：平成22年11月29日㈪　18時～21時
場所：メルパルク京都（京都駅前正面）

＜お問い合わせ先＞

★日本真生塾は塾生を引き続き募集しております。
★今年度は年会費無料、毎月1回の例会を開催

事務局：右京区西院坤町2ハウスドゥ四条ビル6F
　　　　TEL：050－7544－4018（担当：近藤）

日本真生塾　塾長　岡本幸治

自民党
政経文化懇談会のお知らせ

TEL075-315-2228　FAX075-315-2310

谷垣総裁のもと、来年4月の統一地方選を控
え、党の再生、信頼回復に全力で取り組み、1日
も早く政権奪還を目指してまいる所存です。
日頃からご無理ばかり申し上げ、誠に恐縮で
はございますが、多くの皆様方にご出席頂きま
すよう何卒宜しくお願い申し上げます。
◆日時 平成22年11月28日日　13時から
 ■時局講演会（講師：政治評論家　青山繁晴氏）
 ■懇親会
◆場所 国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）
◆会費 一口　2万円
☆お問い合わせ、お申し込みは二ノ湯さとし事務所まで


